
令和６年５月２０日 

記録：介護福祉学科教務補佐 関根 浩 

 

令和６年度 第 1回 教育課程編成委員会 議事録 

 

１．日時  令和６年５月１６日(木) １３時３０分 

２．場所  大川学園医療福祉専門学校 ２階会議室 

３．出席者 田中孝彦（一般社団法人埼玉県老人福祉施設協会西部圏域 監事） 

      横手広美（飯能市基幹型包括支援センター 主査・保健師） 

小林健一（つつじの園 施設長）  

平澤淳校長 星野成美介護福祉学科長 

関根浩介護福祉学科教務補佐 

４．議題 

① 校長挨拶  

② 教育課程編成に係る現状と課題等 

③ 年間行事予定について 

④ 意見・助言等 

⑤ 事務連絡他 

５．校長挨拶 

  本日は、お忙しい中、お越しいただきありがとうございます。国家試験の結果ですが、

日本人は、1 名を除き全員合格、留学生は、５０％が合格という結果でした。現段階  

では、来年度の入学生までは、５年という経過措置が認められるが、次年度以降は、  

合格が必須となります。今年度は、留学生も含め全員合格させ、立派な介護福祉士を  

養成し、地域に送り出していきたいと考えています。本日は、ご意見よろしくお願い  

致します。 

６．教育課程編成に係る現状と課題等 

  ①在籍数 

   1 年生は、３４名、うち留年生１名、その留年生は、実習が合格できなかったが、   

介護をやりたいとの強い希望があったので留年を選択となりました。３４名中、６名

が高等課程から、１名が委託訓練生です。この学年は、親が心配して担任宛てによく

連絡が入り、担任が親と連携し対応しています。留学生については、どちらかと   

いうと日本語力が全体的に弱く、できる人とできない人との差が大きいのが特徴です。 

   ２年生は、２６名、うち５名が高等課程から、委託訓練生が３名、留学生は１０名と

なっています。留学生１０名中７名が日本語検定２級に合格しており、残り３名は、

７月に受験する予定で、日本語のレベルは高い方です。 

  ②令和５年度国家試験合格状況報告 

   国家試験受験者数は２８名、合格者は、日本人が１２名中１１名、留学生が１６名中

８名でした。今回は、合格ラインが低かった国家試験でした。留学生の合格者の   



多くは、日本語検定２級を取得していました。今年度受験する 2 年生の留学生達は、

インドネシア・ベトナム・フィリピン、週 1 回放課後、日本人を含めた国家試験に 

向けた補講を行っています。目標は全員合格です。 

  ③今年度の学科の教育・授業・実習について 

   ２年生は、国家試験対策に力を入れている。前・後期５日間、２年生対象に加え、   

昨年不合格であった９名中５名を加え、明日５月１７日（金）から国家試験対策講義

を実施します。 

   １年生に対しては、基礎固めの指導を行っています。留学生は、意欲的であり日本人

が押されてしまっているように見えます。日本人の中には、精神的に弱い学生もいる

が、お互いに勉強を助け合って頑張っているようです。 

   今年度は、介護業界の異端児とも言われ、「介護施設いしいさん家」を運営する   

テレビでも有名な石井英寿様を講師としてお迎えし、言われたことだけではなく、 

自分達でつくりあげるといったクリエイティブな介護の講義をしていただく予定 

です。 

７．令和６年度に向けて 

  ①退学者を減らす 

   入学した３３名の１年生は、精神的・学力的に大丈夫かなと思うが、中央法規出版の

過去問の執筆等をしていた太田つぐみが専任教員となり、担任として一人ひとりに 

目を向け退学者が出ないような対応をしています。 

  ②国家試験対策の強化 

   全員合格を目指します。 

８．年間行事予定について 

   コロナ禍以前に戻り、昨年、４年ぶりに専門学校・高等学校合同の「大川学園祭」を

開催し、地域の方々も含め５００名以上が来場されました。今年度も１０月２０日（日）

に開催予定となっています。介護福祉学科の近々の予定では、来月から１・２年生の

介護実習がスタートします。 

９．助言・意見・アドバイス・質問等 

  ・昨年度の留学生の国家試験の結果はとても良かったと思うが、今回は、１６名中８名

の５０％が合格、どういうことだったのか？また、施設実習に実習生として来た際に、

どう指導したらいいのか？介護施設でも教えないといけないので…。 

    → 留学生の不合格者８名の内、２名は、自己採点で７５点・９０点と合格圏内に

入っていました。不合格になった理由を確認する予定です。 

      実技等を教科書的にいきたいところだが、特に留学生は、「自分が働いている

施設（自国）はこうなんです…」と回答するケースが多いです。日本語の意味

をニュアンス的に捉えるのが難しいかもしれません。声を掛けたり、話を  

させた方がいいと思います。記録については、表現の仕方がわからないので、

変な表現になっていたなら、本人に聞いてみるといいと思います。国家試験は、

Ｎ２を取得していた方が応用が利きベストです。また、合格した日本人で何と



なく合格してしまった学生もいました。また、高校と違って勉強のやり方を 

理解し、今は勉強が楽しいという学生も出てきました。 

  ・石井英寿様を講師としてお迎えする授業は、クリエイティブに全てを活かせ、自分

で考えてと…その視点がいいのかなと、いい取り組みだと思う。 

  ・認知症サポーター養成講座で柳町が５月に柔道整復学科、６月に介護福祉学科と  

お世話になります。また、６月２日(日)に「ひとり歩きやさしい声かけ訓練」が双柳

地区行政センター集会室で行われます。無理のない範囲で学生の参加をお願い   

できればと思います。留学生も参加いただけたらありがたいです。 

  ・介護福祉士の国家試験は全国平均どれくらいなのですか？ 

    → だいたい現役で８０％、今回当校は、これよりも低い合格率でした。 

  ・「ジョブ・カフェ」は開催したのですか？ 

→ 久々に「ジョブ・カフェ」を１年生（現２年生）対象に開催しました。どんな

職員教育をされているのか等、各ブースで調べ、就職にあたっての選択肢と  

なりました。また、当日いらしていただいた施設の方々に「うちに来ないか？」

と声を掛けられ、自信を持てた学生もいました。３名の留学生も参加し、声を

掛けられた留学生もいました。 

  ・退学者が多いとお聞きしましたが…？ 

    → 個別の対応が出来ていなかったことにより、退学者が増えてしまったと考えら

れます。自ら（星野学科長）が２年生の担任になって初めて理解しました。  

クラス内の女子の人間関係がグチャグチャになっていて只今、修正をしている

最中です。 

      １年生は、担任の太田が色々と細目にアプローチやアドバイスをしているので、

この対応であれば、昨年のような９名・１０名の退学者が出ないかと思われ 

ます。 

  ・退学者を出さずに国家試験までモチベーションを継続させるというのは、高校を卒業

しても親と密になっている現代では、先生方のご苦労も大変だと思われる。 

  ・石井英寿様を講師としてお迎えするクリエイティブな介護の授業は、とてもいいと 

思う。現在、介護施設内でも、「マニュアルをぶっ壊してもいいからやってみ！」と

言ってもなかなか…。このようなことを言ったとしても、やってみたいという職員も 

いなくなってしまった。 

  ・これからも魅力的な学校を継続していただきたい。 

１０．次回開催予定  令和７年２月２６日(水) １３時３０分 ２階会議室 



 

 

令和７年３月１７日 

記録：介護福祉学科教務補佐 関根 浩 

 

令和６年度 第２回 教育課程編成委員会 議事録 

 

１．日時  令和７年２月２６日(水) １３時３０分 

２．場所  大川学園医療福祉専門学校 ２階会議室 

３．出席者 田中孝彦（一般社団法人埼玉県老人福祉施設協会西部圏域 監事） 

      横手広美（飯能市基幹型包括支援センター 主査・保健師） 

小林健一（つつじの園 施設長）  

平澤淳校長 星野成美介護福祉学科長 岡村忠彦教務部長 

関根浩介護福祉学科教務補佐 

４．議題 

① 校長挨拶  

② 教育課程編成に係る現状と課題等 

③ 就職状況･学生アンケート結果等 

④ 質疑応答等 

⑤ 事務連絡他 

⑥ その他 

５．校長挨拶 

  本日は、お忙しい中、お越しいただきありがとうございます。３月５日（水）に卒業式

が予定され、介護福祉学科２５名、柔道整復学科１３名の合計３８名が卒業となります。

１月２６日（日）に国家試験を終え結果待ちです。委員の皆様には、様々な角度から連

携いただき、今後、お互いに介護を盛り上げていただきたいと思いますので、本日は、

様々なご意見を頂戴したいと考えています。 

６．教育課程編成に係る現状と課題等 

  ①在籍数 

   1 年生は、３３名、うち退学数１名（アルバイトとの両立が出来ないとの理由（留学

生）。）、退学予定者数１名。２年生は、２５名、６月末に退学した学生が１名います。 

  ②令和５年度国家試験合格状況報告 

   今回の国家試験問題は、内容は簡単、表現力が難しく、傾向が変わったように感じま

した。国家試験受験者数は２５名、既卒者受験者数は１４名、合計３９名が受験しま

した。既卒者の内５名が、「国家試験対策講義」の授業を聴講、ただ、後半になった

ら、仕事などの理由に最終的に参加者０名となってしまいました。 

   委託訓練生で６７歳の学生に関しては、１２５問中１１２点。６７歳の学生は、点数

が伸びない学生に対し、色々とレクチャーをして、アプローチしてくれました。その

他１００点以上が５名、６０％以上が１４名の自己採点の結果でした。学生同士がフ

ォローし合っていた様子が見られました。 



 

 

  ③学生動向 

   高等課程からの内部進学者が２年生５名、１年生５名在籍しています。退学者が減少

致しました。ただ、１年生は、「ＡＤＨＤ」の学生が数名います（例えば実習中、入 

浴介助中にも関わらず寄り道をしてしまうなど）。 

   留学生は、「みより」って何？など、語彙力を鍛える為、日本語検定Ｎ２を勉強して

いる学生達に教えています。ただ、Ｎ２を受験した１年生は全員不合格。１年生でも

昨年の１２月までにＮ３が合格出来なかった学生もいました。ちなみに２年生は、昨

年１２月までに全員がＮ２を取得出来ました。日本人も含め全体的に１年生は、コミ

ュニケーション能力が低いです。 

④今年度の学科の教育・授業・実習について 

   １年生に対しては、基礎固め、２年生は国家試験対策と、指導を行ってきました。 

   前期の補講等で、前回の介護実習で出来なかった１年生の１０名が、来週から介護実

習Ⅰ－３がスタートします。ただ、介護施設によっては、感染症の影響により、実習

開始日が変わった介護施設もあります。 

   特別授業では、「いしいさん家（宅老所）」の施設長様に３コマ実施しました。認知症・

精神と、色々な違った角度の介護をレクチャーしてもらい、学生達も刺激になりまし

た。 

  ⑤令和７年度に向けて 

   ・相手を思いやることのできる介護福祉士…人の気持ちを察するように。 

   ・国家試験対策…パート科目合格制度が始まる為。 

７．就職状況･学生アンケート結果等 

  ・１名が就職活動中で、未決定。その他全員、内定を得ている。 

  ・来年度の新１年生の留学生の中で、初めての国、バングラディシュから学生が２名 

入学予定です。 

８．助言・意見・アドバイス・質問等 

  ・既卒者の指導の内訳は？ 

    → 留学生４名、日本人１名です。施設で勉強会をしている施設様もあるようです。 

  ・在校生の出身国別の性格等をわかる範囲で教えて欲しい？ 

    → ベトナム…要領がいい。ＡＩを利用して書類等を書いている。実習日誌もＡＩ。 

           ネットワーク力があり、同じ記録を書いている。 

      インドネシア…真面目。楽観的な学生（男）もいる。 

      スリランカ…楽観的。日本語教員からは、教育レベルは低いとのこと。 

      ネパール…日本デビューをしたようです（色々と）。 

      ミャンマー…一生懸命さが見受けられる。 

  ・留学生のアルバイト先は、介護施設なのですか？ 

    → はい。全員が介護施設です。ミャンマーの学生の内、夜勤をしている学生もい

る。 

  ・国家試験対策の講師は？ 



 

 

    → 外部（非常勤）講師をお願いしている。介護施設でも教えている。 

  ・就職先介護施設との連携は、とても良いと思う。 

  ・発達障害を持つ学生について 

    → 入学時の時点は断れない。発達障害だということを卒業時に判明することが多

い。 

  ・内部進学者は？ 

    → ２年生５名、１年生５名、新１年生３名。段々と減少しています。 

  ・退学者が少なくて良い。 

  ・察する能力への取り組みが良いと思う。 

  ・既卒者への国家試験対策を実施していただきたい。学校の強みにもなり、面倒見がい

い学校だと知りわたるから。 

  ・介護福祉士養成校には通わずに、無資格で介護施設へ入職し、実務者研修を修了して

から介護福祉士の国家試験を受験する方が多くなっている。 

９．その他 

  ・カフェ、飯能では「ひだまりカフェ」の協力をお願いしたい。 

  ・飯能・日高の多職種連携の「ワールドカフェ」に学生ボランティアをお願いしたい。 

  共に、コミュニケーションの勉強にもなると思われる。 

１０．次回開催予定  令和７年５月１５日(木) １３時３０分 ２階会議室 


